
Fig. 1 The Debye-Waller factors of FeRh (a) and the 

enlarged view (b). 
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１．概要（Summary） 

B2型FeRh合金は体積変化を伴った磁気相転移をす

ることが知られており、これを利用して磁気ダイナミクスや

デバイス応用といった研究が盛んに行われている。本課

題では前年度に引き続き FeRh 薄膜を作成・評価し、磁

気光学 Kerr 効果（MOKE）や X 線吸収微細構造 

（XAFS） 分光を用いて同物質の静・動的温度変化にお

ける磁気・電子・結晶構造観測を狙いとする。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

8 元マグネトロンスパッタ装置、薄膜 X 線回折装置、磁

気特性評価システム群 

【実験方法】 

 8 元マグネトロンスパッタリング装置を用いて MgO(001)

基板上にFeRhを 100 nmまたは 50 nm蒸着した。作成

した薄膜の結晶構造は薄膜 X 線回折装置、磁気特性評

価システム群を用いて評価した。MOKE 測定は自然科

学研究機構分子科学研究所にて、XAFS 測定は高エネ

ルギー加速器研究機構フォトンファクトリー（KEK-PF）に

て行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作成した 100 nm 厚の薄膜試料に対して行った静的

XAFS 測定の結果、X 線吸収端近傍スペクトルでは Fe

から Rh へ電子移動している振る舞いが見られ、Fe－Rh

間に大きな混成が生じていることが観測された。また

Debye－Waller 因子では反強磁性相において Fe－Fe

にのみ増大が見られ、スピンゆらぎとの関連を議論した

（Fig. 1, 詳細は 5. (4)）。ポンプ・プローブ測定はMOKE

では動的な変化の立ち上がりを示したのに対し、XAFS

では残念ながら今回の測定では動的温度ジャンプ変化

は見えなかった。今後は試料厚やレーザー繰り返し周波

数を調節して再度行っていく予定である。 
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